
「令和２年度学生表彰業績概要」 

 

学長表彰（１名） 

 

○石井 孝典（いしい こうすけ）大学院教育学研究科健康科学専攻３回生 

【業績概要】 

 第 61 回日本選手権（25ｍ）水泳競技大会第 7 位や日本社会人選手権において 2 年連

続で決勝に進出する等,水泳選手として全日本レベルの大会で素晴らしい成績を残した。

成績は次の通りである。 

1. 2019 年度 

 ・第 61回日本選手権（25ｍ）水泳競技大会  200ｍ平泳ぎ 2 分 07 秒 72 第 7 位 

2. 2019 年度 

 ・第 2回日本社会人選手権水泳競技大会  200ｍ平泳ぎ 2 分 12 秒 82 第 7 位 

3. 2019 年度 

 ・第 95回日本選手権水泳競技大会  200ｍ平泳ぎ 2 分 12 秒 48 第 14 位 

4. 2019 年度 

 ・ジャパンオープン 2019（50ｍ） 200ｍ平泳ぎ 2 分 13 秒 00 B 決勝第 5位  （全

体 13 位） 

5. 2018 年度 

 ・第 1回日本社会人選手権水泳競技大会  200ｍ平泳ぎ 2 分 13 秒 25 第 5 位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学長特別表彰（３団体） 

 

団体 

○硬式テニス部女子ダブルス 

清水 柚華（しみず ゆずか）教育協働学科スポーツ科学専攻２回生 

西田 賀杏央(にしだ かんな) 教育協働学科スポーツ科学専攻２回生 

【業績概要】 

 2020年度全日本学生テニス選手権大会でダブルスに出場し,ベスト８という好成績を

残した。 

 

 

○大阪教育大学大学祭実行委員会 

〈代表者〉小田村 美湖（おだむら みこ） 

【業績概要】 

 令和 2年 3月 31 日,大阪教育大学（以下,本学）は「インターネットを活用した授業」

を実施することになり,授業開始までの僅かな期間で教職員・学生ともに授業環境の整

備等を含むあらゆる授業準備対応に追われることとなった。大阪教育大学大学祭実行委

員会（以下,対象団体）は,この未曾有の事態において,主に新入生向けに細かな悩みや

相談に対して短期間で対応する体制を築き上げ,数多くの相談事項に大学の先輩として

回答の交通整理を行う旗振り役を率先して行った。その質問対応数は 4月当初から 5月

末まで 2,227 件にのぼる。 

 本学の窓口対応が逼迫し,細部にまで連絡が行き渡らない状況であり,新入生にとっ

て,どの部署に尋ねれば良いかがわからないといった不安な状況に対して,対象団体は

SNSを積極的に活用し,本学の新入生への不安や悩みを取り除くべく,大学に対しての円

滑な橋渡し（交通整理）に多大な貢献をした。 

 

 

○障がい学生修学支援ルーム学生スタッフ 

〈代表者〉田中 彩那（たなか あやな）山口 智子（やまぐち ともこ） 

     中村 野々香（なかむら ののか） 

【業績概要】 

 本学では修学支援センター障がい学生修学支援ルームにおいて修学支援を推進する

ため,「学生スタッフ制度」を設け,学生の主体的な活動参加を奨励している。 

 学生スタッフは，障がい学生支援に係る（1）自主研修の企画実施,（2）新たな支援

形式への対応,（3）支援機器活用の検討,（4）学生会議の実施等の取り組みを主体的に

推進し,自らの資質向上に励むとともに,本学における障がい学生支援の充実に多大な



る貢献をしてきた。 

 これらの功績は対外的にも評価されることとなり,令和２年 11 月 27 日,日本聴覚障

害学生高等教育支援ネットワーク主催「第 16 回日本聴覚障害学生高等教育支援シンポ

ジウム」におけるオンライン特別企画「聴覚障害学生支援実践事例コンテスト 2020 特

別編-聴覚障害学生支援の思いを伝えるコンテスト-」で最終選考に残り，『次点』（3位）

を受賞した。 

  



学生支援実施委員会奨励賞（１名） 

 

個人 

○上野 崚太（うえの りょうた）教員養成課程英語教育中学校コース５回生 

【業績概要】 

 上記学生は,新型コロナウイルス流行の影響を受け本学の始業延期と授業のオンライ

ン化が決定された際に,精神的な負担を被ると予想される英語教育コースの新入生全員

に対し,大学からの支援に先立って「ピアサポート体制」を発案した。そこでは当該コ

ース教員の支援を仰ぎながら,上級生を集い,コース内で支援チームを組織し実行に移

した。このサポート体制は当該コースの新 1年生 33 名に対して,2 年生以上の上級生 26

名が履修指導や大学生活について相談や助言を組織的・継続的に行うというものであっ

た。本取り組みにおいて当該学生は発起人として,教員と学生の橋渡し役,上級生サポー

ターの相談役や調整役など多岐にわたってサポート体制の円滑な運営を支えた。 

 当該学生が先導したこのサポート体制は,新入生にとって大きな救いとなっただけで

なく,上級生たちの活躍とコース内学生の交流の場ともなり,コース全体で危機に対す

る一体感を深めたと言える。 

 先行きが不透明で誰もが困惑していた当時の状況において,新入生支援にいち早く取

り組んだこの事例は本学の全学 FD 事業でも教職員間に共有され,他講座での新入生支

援体制の実現化に示唆を与えた。また本学ではこの活動が「困難に直面したときの教員

の実践的行動力」という観点で評価され,人権教育系の授業（「ダイバーシティと人権」

「部落問題概論」「人権教育の課題と実践」「学校の役割と経営」「人権教育論」）で教材

として使用され,本学の人権教育の推進にも寄与することとなった。 

 さらに本学のみならず他大学の新入生支援を行っている教職員にも共有されること

となり,当該学生は本取り組みの概要について大阪大学より紹介するよう依頼され,学

生の自主的活動の範としての評価を受けた。また,教職員間だけでなく他大学で新入生

への支援活動を実際に行っている学生ともオンライン上で交流を図り,大学の垣根を超

えて支援の輪を広げることに奔走した。これら一連の活動が評価され,朝日新聞社（添

付資料参照）の取材を受け,教員養成系大学としての強みを生かした活動を全国に向け

て発信した。 

 


